
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

中1 理科 問題 名前

物質 11 蒸留 ＿＿＿ 月 ＿＿＿ 日

1 蒸留の装置と用語 知識

(1) 液体を加熱して気体にし、冷やして再び液体にして集めることを何という

か。

蒸留

(2) 蒸留で混合物を分けられるのは、物質の何のちがい

を利用するからか。 沸点

(3) 温度計の液だめは、どの高さに合わせるか。

枝の付け根の高さ

(4) 急な沸とうを防ぐため、加熱前に枝つきフラスコに

入れておくものは何か。 沸とう石

←枝の高さ

2 水とエタノールの蒸留 実験・考察

水とエタノールの混合物を枝つきフラスコに入れて弱火で加熱し、出てきた液体を3本の試験管に少しずつ集め

た。

(1) 水の沸点は100℃、エタノールの沸点は

78℃である。先に出てくる気体に多くふく

まれるのはどちらか。

エタノール

(2) 1本目の試験管に集めた液体にろ紙をひた

し、マッチの火を近づけると燃えた。このこ

とから1本目には何が多くふくまれるとわ

かるか。

エタノール

(3) 3本目の試験管に集めた液体は、火を近づ

けても燃えにくかった。3本目に多くふくま

れるのは何か。

水

(4) 加熱を続けるにつれて、出てくる液体中の

水の割合はどうなっていくか。

増えていく

3 実験・考察 ― グラフの読み取り 実験・考察

この実験で、枝つきフラスコ内の温度を記録すると、加熱開始から温度がゆるやかに上がり続け、はっきりした温

度一定の部分は見られなかった。

(1) 温度一定の部分がはっきり見られなかったのはなぜか。「混合物」の語を使って書きなさい。

混合物には決まった沸点がなく、沸とう中も温度が上がり続けるから。

(2) もし純粋なエタノールだけを加熱していたら、温度はどのようになると考えられるか。

78℃で温度が一定になる。
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